
喝

＂
ま
ず
、
片
方
ず
つ
静
か
に
か
む
こ
と
。
．

こ
れ
が
中
耳
炎
を
防
ぐ
大
事
な
こ
と
で
~

・
す
。

~
そ
れ
と
、
か
ぜ
を
ひ
い
て
い
る
と
き
~

~
は
、
中
耳
炎
を
お
こ
す
可
能
性
が
多
く
[

；
仏
る
の
で
、
水
泳
は
控
え
注
し
ょ
う
。
‘

．
昭
和
四
十
七
年
七
月
十
九
日
で
任
期
[
慢
性
中
耳
炎
で
ヽ
膿
の
出
て
ぃ
る
人

i

こ
の
プ
ー
・
ル
は
、
町
住
民
の
体
育
施

〗
洞
了
と
な
り
改
選
に
よ
る
委
員
並
び
に
ぃ
は
も
ち
る
ん
で
す
が
、
膿
が
出
て
い
な
．

[
設
と
し
て
建
設
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

五
団
体
、
議
呈
の
推
煎
に
よ
る
委
員
が
決
~
く
て
も
鼓
膜
に
穴
の
あ
い
て
い
る
人
は

ま

り

ま

し

た

。

：

水

泳

は

禁

物

。

ま

ち

が

い

な

く

再

発

し

が

町

立

学

校

茶

よ

び

保

育

所

等

の

利

用

す
0

[

を
優
先
し
て
、
管
理
し
て
森
り
ま
す
の

去
る
八
月
五
日
の
農
業
委
員
会
総
会

i

・
全

し
引
い
た
金
額
が
、
被
保
険
者
（
世

i

国
民
健
康
保
険
税
は
そ
の
基
礎
と
．
な
~＂
帯
主
を
除
く
）
一
人
当
り
、
九
万
円
]
で
会
長
並
び
に
代
理
者
が
互
選
さ
れ
ま
~
と
く
に
真
珠
性
中
耳
炎
と
診
断
さ
れ
で
、
次
の
こ
と
が
ら
を
ご
承
知
の
う
え

る
住
民
税
（
所
得
割
）
、
の
決
定
（
六
[[

を
と
え
な
い
世
帯
は
、
世
帯
乎
等
割
；
し
た
0

:
て
い
る
人
は
厳
禁
。
ま
た
、
中
耳
炎
の
・
ご
利
用
下
さ
い
。

月
十
五
日
）
を
み
て
か
ら
算
出
決
定
す
~．
か
ら
一
、
六

0
0
円
と
被
保
険
者
均
~
会
長
山
内
利
政
．
手
術
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
な
．
記

る
た
め
本
算
定
は
毎
年
八
月
に
な
る
わ
~

ぃ
お
っ
て
い
て
も
、
必
ず
医
師
と
相
談
し
・
一
、
期
間
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
十

い
等
割
か
ら
一
人
に
つ
き
、
六
八

0
円
~
代
理
周
藤
春
馬

け
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
算
出
方
法
[

日
ま
で

[
の
合
計
額
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

;
0選
挙
に
よ
る
も
の
~
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

等

次

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

．
向

前

年

中

の

所

得

か

、

十

五

万

円

以

下

[

山

崎

一

岡

喜

諏

郎

り

一

r
時
間
午
前
十
時
よ
り
午
后
六
時

0

所
得
割
、
四
十
六
年
中
の
所
得
額
か

ま

で

・

で
あ
る
世
帯
は
世
帯
乎
等
割
か
ら
、
~
冨
永
直
次
蔵
田
重
信

二
、
四

0
0円
と

、

被

保

険

者

均

等

宇

都

宮

寿

男

有

友

勇

．

時

L
川
町
朧
盆
来
止
盆
資
捐
ニ
圭
E

但
し
一
般
の
人
の
使
月
寺
仰
は
次
の

ら
十
五
万
円
を
差
し
引
い
た
金
額
に
~

所
得
税
率
、
一
、
七
〇
伶
を
乗
じ
た
~

~
と
森
り
で
す
。

評
価
会
委
員
役
員
決

~
か
ら
一
人
に
つ
き
、
てQ
K
¥
[
'
.:
山

中

美

茂

水

口

勇

金
額

0

六
月
一
日
！
七
月
二
十
五
日

~
の
合
計
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
~
周
藤
春
馬
今
宮
忠
雄

ま
る
。

i

九
月
一
日

l
九
月
三
十
日
の
間
は

0

均
等
割
、
四
月
一
日
現
在
の
被
保
険
~

、
、
；
品
宮
〖
健
康
保
険
加
入
者
の
各
世
帯
に

:
0推
薦
に
よ
る
も
の

者
数
に
、
均
等
割
．
一
人
当
り
一
．

i

午
后
五
時
か
ら
午
后
六
時
ま
で
で

~
対
す
る
、
課
税
明
細
は
八
月
の
国
保
ぃ
松
本
藤
寿
（
議
会
）
[

八

0
0円
を

乗

じ

た

金

額

．

~
税
納
入
通
知
書
に
あ
り
ま
す
の
で
、
~
畦
田
和
弘
(
I
I
)

右
農
業
共
済
損
害
評
価
会
を
八
月
十
す
。
（
た
だ
し
土
曜
日
は
午
后
四

0

平
等
割
、
一
世
帯
当
り
四
、
三

0
0
.~
よ
く
見
て
下
さ
い
。
~
一
日
開
催
任
期
満
了
と
な
っ
て
い
た
評
＂
時
か
ら
。
日
曜
日
は
午
前
十
時
か

-
藤
川
守
仲

(
I
I
)

円
。
以
上
に
よ
り
算
出
し
た
年
税
額
~

ら
。
学
校
等
が
使
わ
な
い
日
は
午

山
内
利
政
（
団
体
）
」
価
会
長
及
び
会
長
代
理
者
が
次
の
と
お
~

か
ら
仮
り
に
徴
収
し
た
第
一
期
（
五

：
り
き
ま
り
ま
し
た
。
~
前
十
時
か
ら
使
用
で
き
ま
す
◎
）

月
）
分
を
差
し
以
い
た
金
額
を
今
後

記

~
0

七
月
二
十
五
日
！
八
月
三
十
一
日

第
二
期
（
八
月
）
第
三
期
(
+
月
）
、

山
~
の
間
は
午
后
四
時
か
ら
午
后
六
時

第
四
期
(
+
一
月
）
第
五
期
（
』
月
）

＂
ま
で
で
す
。
（
た
だ
し
専
用
し
な

山

に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。

神
~
い
日
は
午
前
十
時
か
ら
使
用
で
き

0
保
険
税
額
の
調
整

~
ま
す
。
）

八

月

に

決

定

し

た

保

険

税

は

他

の

保

ー

三
、
プ
ー
ル
を
専
用
し
て
使
用
し
た
い

山

険
に
加
入
し
た
と
き
、
他
の
保
険
か

桜
~
場
合
は
教
育
委
員
会
に
申
し
出
て
許

ら
国
保
に
加
入
し
た
と
き
、
又
は
世

廿
~
可
を
受
け
て
下
さ
い
。
り

帯

全

員

が

異

動

し

た

と

き

は

、

月

割

牙

山
応
且
、
そ
な
え
つ
け
の
使
用
簿
に
き
め
ら
~

計
算
で
調
整
さ
れ
ま
す
が
、
年
度
中

~
れ
た
こ
と
が
ら
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
~

松

途
の
被
保
険
者
（
家
族
）
の
転
入
転

出

、

出

生

、

死

亡

等

の

異

動

に

つ

い

上

ニ

ュ

、

使

用

中

は

管

理

員

そ

の

他

教

育

委

i

楯

i

員
会
の
係
員
の
指
示
お
よ
び
構
内
に
[

て
は
調
整
さ
れ
ま
せ
ん
。
事

山
~
掲
示
し
て
あ
る
諸
注
意
に
従
い
安
全

i

0

保
険
税
の
減
額

~
に
か
つ
秩
序
を
守
っ
て
使
用
し
て
下
~

次
の
よ
う
な
世
帯
は
保
険
税
が
減
額

~
さ
い
。
も
し
違
反
す
る
と
き
は
退
場

i

さ
れ
ま
す
。

~
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
[

け
前
年
中
の
所
得
か
ら
十
五
万
円
を
差

凰羞

学
力

採
用
等

性
別

人
員

高
校
卒
程
度
以
上

別
に
通
知
す
る
。

已=ik 

女役
場
事
務
二
人

国

民

健

康

保

険

税

決

定臨
時
職
員
公
募

八
月
一
日
か
ら
一
月
末
日
ま
で
次
の

臨
時
職
員
を
採
用
し
ま
す
。
希
望
者
は
、

八
月
二
十
七
日
ま
で
に
町
総
務
課
あ
て

履
歴
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

健
康
な
耳
の
の
場
合
は
、
水
泳
な
~

ど
で
耳
に
水
が
は
い
っ
て
も
、
中
耳
炎
~

に
な
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
で
~

す
か
ら
む
や
み
に
耳
せ
ん
な
ど
す
る
必
~

保
母
一
海
は
な
い
わ
け
で
す
。
~

た
だ
鼻
か
ら
は
い
っ
た
水
が
鼻
の
奥

i

と
耳
を
つ
な
い
で
い
る
管
を
と
お
っ
て
、
~

中
耳
腔
に
は
い
り
、
急
性
中
耳
炎
を
お

i

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
~

鼻
に
水
が
は
い
る
と
鼻
を
か
み
ま
す
~

が
こ
の
と
き
は
両
側
を
い
っ
し
ょ
に
か
~
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中
耳
炎
と
水
泳

委
員
が

肱
川

る。

農
業
委
員
会
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六
、
次
の
こ
と
が
ら
に
該
当
す
る
と
き
一

[
は
入
場
を
禁
じ
ま
す
。

~
m
公
益
を
害
し
、
安
全
を
そ
こ
な
う

．

と

認

め

る

場

合

i

四
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
場

合

i

⑱
精
神
の
異
常
又
は
伝
染
性
疾
患
そ

i

の
他
身
体
に
異
常
が
あ
る
と
認
め

i

る
場
合

}
⑭
酒
気
を
姦
び
て
い
る
と
認
め
る
場

合

i

固
保
護
者
の
同
行
し
な
い
幼
児

ぃ
固
風
紀
を
み
だ
す
森
そ
れ
が
あ
る
と

~
認
め
る
場
、
〔
‘
j

~
m
管
理
員
、
監
視
人
、
指
導
員
等
の

・
指
示
又
は
掲
示
さ
れ
て
い
る
諸
注

[
意
‘
心
得
な
ど
に
従
わ
な
い
場
合

七
、
次
に
か
か
げ
る
物
の
持
ち
込
み
を

・
禁
止
し
ま
す
。

-
m食
ぺ
も
の
曹
飲
み
も
の

＂
四
水
泳
に
必
要
で
な
い
も
の

八
、
土
足
で
の
入
揚
は
禁
止
し
ま
す
。

i

場
内
て
必
要
な
場
合
は
各
自
別
の
は

．
ぎ
も
の
を
ご
用
意
下
さ
い
。

九
、
夜
間
の
使
用
は
禁
止
し
ま
す
。

~
（
教
育
委
員
会
）



愛

媛

県

章

あ=

／
愛
媛
の
歌

⑨
衣
服
を
ぬ
が
せ
、
じ
ょ
ろ
で
水
．

を
か
け
て
は
あ
お
ぐ
。
ア
ル
コ
ー
ル
~

で
ふ
い
て
、
蒸
発
さ
せ
体
温
を
下
げ
[

て
も
よ
い
。

~
⑱
十
分
ご
と
に
体
湿
を
計
り
、
体
り
私
た
ち
婦
人
会
と
母
子
福
祉
会
で
は
、
~
私
た
ち
女
の
や
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

温
が
三
十
八
度
に
下
が
れ
ば
冷
す
？
名
誉
町
民
で
あ
り
、
叙
勲
の
栄
誉
忙
つ
↓
す
の
で
、
諸
事
万
専
、
不
行
届
ぎ
の
こ

日
を
も
っ
~
昭
和
四
十
七
年
九
月
＝
―
十
日
当
日
~

愛
媛
県
は
明
年
二
月
二
十

を
一
時
中
仕
し
、
休
湿
を
続
け
て
計
う
古
れ
て
亡
く
な
ら
れ
た
、
故
綾
井
章

A

と
ば
か
り
多
い
こ
と
と
存
じ
て
．
お
り
ま

て
県
政
発
足
演
百
年
を
迎
え
る
と
と
に
ご
消
印
有
効

る

。

江

先

生

の

顕

彰

碑

を

建

て

る

こ

と

を

思

す

が

、

私

ど

も

の

、

綾

井

先

生

へ

の

微

な
り
ま
す
が
、
県
で
は
こ
れ
を
記
念
し
；
、
作
品
の
送
り
先
~

ぃ

意

識

が

回

復

す

れ

ば

、

冷

た

い

い

っ

苔

ま

し

た

。

菩

苓

¢

諒

と

い

た

さ

れ

主

し

て

、

直

接

間

松
山
市
一
番
町
四
丁
目
四
番
地
二
i
T
i

て
愛
媛
県
章
と
愛
媛
の
歌
を
制
定
す
る
~

と
と
に
な
り
、
愛
媛
県
章
の
図
案
お
よ
：
七
九

0

愛

媛

県

総

務

部

総

務

課

水

や

果

汁

な

ど

を

少

置

与

え

る

。

と

の

こ

と

は

、

先

生

の

亡

く

な

ら

れ

接

に

ど

助

力

を

た

ま

わ

り

、

私

た

ち

の

i
日
射
（
熱
射
）
病
の
原
因
伺
呼
吸
が
弱
か
っ
た
り
、
止
注
れ
．
た
直
後
か
ら
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
り
扇
に
を
、
か
な
え
さ
せ
て
い
た
だ
含
ま

び
愛
媛
の
歌
の
歌
詞
を
次
の
要
領
に
よ
~

で

、

帽

子

も

か

ぶ

ば

、

人

工

呼

吸

を

す

る

。

．

注

す

が

r
私
た
ち
の
力
に
は
荷
が
重
く
、
す
よ
う
、
ぉ
罪
ぃ
申
し
あ
げ
る
次
第
で

り
、
ひ
ろ
く
県
民
か
ら
募
集
す
る
こ
と
~
愛
媛
の
歌
（
県
歌
）
募
集
要
領
~
直
射
日
光
の
急
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
ふ
る
っ
て
応
募
下

:
1

趣

旨

ら

た

い

古

ま

、

長

時

間

居

た

と

含

、

ま

伺

重

症

の

場

合

が

あ

る

の

で

時

期

．

迷

い

な

が

ら

今

日

に

い

た

り

注

し

た

。

ど

ざ

い

ま

す

。

さ
い
。
~
愛
媛
県
発
足
百
年
を
記
念
し
、
県
民
．
た
、
ポ
イ
ラ
ー
室
、
か
古
炊
含
場
衣
ど
を
み
て
病
院
忙
収
容
す
る
。
し
か
し
、
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
な
お
、
計
画
の
、
い
ー
ら
ま
し
に
つ
き
ま

が

誇

り

を

も

ち

い

つ

で

も

ど

こ

で

も

愛

、

で

長

時

間

働

い

た

と

登

。

●

早

ゃ

八

年

か

た

ち

、

「

こ

の

注

守

延

ば

し

て

は

、

私

ど

も

の

会

員

が

、

い

ち

い

愛
媛
県
章
図
案
募
集
要
領

日

軋

熱

射

病

を

防

ぐ

た

め

に

、

お

し

ら

せ

し

て

も

、

実

現

の

見

込

み

は

た

い

。

」

．

ち

参

上

し

て

、

お

願

い

方

々

ご

説

明

い

而
中
さ
れ
口
ず
さ
ま
れ
る
愛
媛
の
歌
を
募
；

2

1

趣
旨

[

り

老

人

や

子

ど

も

、

病

袈

の

人

、

「

私

た

ち

が

中

心

に

な

り

、

町

民

の

方

た

す

は

ず

で

ご

ざ

い

古

す

の

で

、

そ

の

愛
媛
県
発
足
百
年
を
記
念
し
、
県
民
｛
集
し
古
す
。

~
々
の
お
力
ぞ
え
を
お
願
い
し
て
は
ど
う
冨
野
は
、
心
よ
く
ご
而
接
下
さ
い
ま
す
よ

ピ
誇
り
と
親
し
み
を
も
っ
て
愛
用
さ
れ
；
2
応
募
資
格

3

応
募
の
方
法
は
~
疲
労
し
て
い
る
と
ぎ
な
ど
が
か
か
り

や

す

い

の

で

用

心

す

る

。

一

、

乳

幼

児

健

康

診

査

ふ

～

。

」

と

言

う

話

し

忙

な

り

、

市

と

f

と
・
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

る
愛
媛
県
章
を
募
集
し
ま
す
。
』
愛
媛
県
章
募
集
要
領
と
同
じ
。

に
、
あ
っ
か
古
し
い
こ
と
と
は
存
じ
な
[

.
4

輝
か
し
い
文
化
と
伝
統
を
も
っ
た
・
⑳
衣
類
は
軽
く
身
忙
つ
け
頭
に
は
日
時
及
場
所

2

応
募
資
格

ヽ
~
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
熱
を
さ
え
ぎ
る
。
九
月
万
日
十
四
時
＼
十
五
時
正
山
．
か
ら
、
部
落
長
様
を
通
じ
注
し
て
、
ご
[
肱
川
町
郷
人
会

で
住
み
よ
い
愛
媛
県
を
表
現
し

愛
媛
県
に
居
住
す
る
者
、
ま
た
は
愛
[
立
か

小
学
校
＂
挨
拶
を
申
し
あ
げ
る
こ
と
と
い
た
し
た
~
肱
川
町
母
子
福
祉
会

っ
て
愛
唱
で
~
⑱
適
当
に
休
息
を
と
る
。

属
ぷ
民
が
希
望
と
誇
り
を
も

媛
県
出
身
の
者

：
き
る
も
の
。
．
い
~
食
事
は
脂
防
、
蛋
白
質
を
多
九
月
七
日
十
四
時
ー
十
五
時
大
谷
如
溢
弟
で
あ
り
ま
す

c

3

応
募
の
方
法

[
＜
と
る

0

:
小
学
校

'ー‘〇
応
募
点
数
は
一
人
2
点
以
内
：
5
歌
詞
の
形
式

ご

挨

拶

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
や
め
て
共
九
月
十
二
日
＋
＝
一
時
三
十
分
ー
十
．

と
し
ま
す
。
~
形
式
は
自
由
。
た
だ
し
四
節
以
内
。
＂
伺7

作
品
の
送
り
先
は
~
く
。

③
応
募
用
紙
は
白
画
用
釈
（
綻
―
―
―

"
6

締

切

り

[

互

時

岩

谷

小

学

校

~
伺
労
働
中
、
適
当
に
、
食
塩
水
を
[
九
月
二
+
二
日
＋
三
時
三
十
分

s
~

＂
愛
媛
県
章
募
集
要
領
と
同
じ

十
六
、
四

cm
横
二
十
五
、
七

C
)
.

[
の
む
。
（
食
塩
、
日
中
茶
さ
じ

2
杯
[
+
宜
時
肱
川
町
公
民
館

i

大
変
失
礼
と
存
じ
古
す
が
、
紐
上
を
が
で
ぎ
ま
す
こ
と
を
、
衷
心
よ
り
感
謝

を
使
用
し
中
央
直
径
十
五

cm
程
度
；
°
決
定
方
法

[
愛
媛
県
章
森
よ
び
愛
媛
の
歌
制
定
委

i

位

）

ぃ

該

当

者

羞

旧

り

ま

し

て

一

言

ど

挨

拶

を

申

し

上

げ

．

申

し

上

げ

て

お

り

ま

す

。

で
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

③
彩
色
は
、
地
色
を
含
め

3
色
以
]
員
会
で
審
香
の
う
え
、
知
事
が
決
定
し
；

3

症

状

昭

和

四

十

六

年

中

の

出

生

者

王

す

。

・

在

瞭

中

忙

ぉ

受

け

致

し

ま

し

た

数

々

内

と

し

ま

す

。

：

百

す

0

:
 

3

頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
顔
而
．
中
津
、
予
子
林
地
区
の
方
は
九
月
[
士
用
ぁ
け
の
暑
さ
丁
し
お
強

v炎
紙
]
り
御
厚
意
は
ヽ
秋
の
-
生
涯
忘
れ
得
な

＂

が

赤

く

な

る

。

二

十

二

日

（

町

公

民

館

）

忙

受

診

凌

智

が

た

ぎ

折

柄

、

町

内

の

皆

様

忙

は

い

憶

い

出

と

し

て

、

洞

め

て

参

り

た

い

⑭
用
紙
の
裏
面
忙
氏
名
（
ふ
り
が
：

9

入
選
発
表

し
て
下
さ
い
。
」
佃
々
御
渭
栄
の
御
と
と
と
御
慶
び
申
し
：
と
存
じ
て
お
り
オ
す
。
本
当
忙
有
難
と

.
1

昭
和
四
十
七
年
十
月
中
忙
本
人
~
⑰
皮
膚
乾
燥
し
、
汗
は
止
っ
て

f

な
付
き
）
、
性
別
、
生
年
月
日
、
[

本
籍
、
現
住
所
、
瞭
業
、
勤
務
先
~
姦
よ
び
報
道
機
関
に
発
表
し
ま
す
亙
熱
っ
阿
い
。
三
、
妊
婦
健
康
相
談
工
上
げ
注
す
。
さ
て
、
和
こ
と
去
る
七
月
．
う
ご
ざ
い
主
し
た
。
厚
く
厚
＜
ぉ
礼
を

等
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

~
2

採
用
作
品
は
補
作
修
正
す
え
:
J
;
§
体
温
三
十
九
度

5
四
十
度
。
血

i

と

ぎ

工

十

一

日

付

を

も

っ

て

肱

川

町

助

役

の

席

：

申

し

上

げ

芍

す

。

4

図
案
の
内
容
．
と
が
あ
り
ま
す
。
~
圧
は
高
い
。
~
九
月
十
八
日
午
前
九
時
―
―
―
十
分
ー
¥
令
ー
ら
し
て
い
た
だ
送
注
し
た
。
~
今
後
は
一
町
民
と
し
て
肱
川
町
発
展

輝
か
し
い
文
化
と
伝
統
を
忠
っ
た
豊
こ
い
発
表
会

i

0
脈

拍

は

大

き

く

速

い

。

呼

吸

深

[

+

二

時

注

で

。

．

顧

み

ま

す

と

昭

和

十

七

年

忙

旧

宇

和

．

の

た

め

微

力

を

棒

げ

、

御

高

恩

の

万

分

．
の
一
忙
も
報
い
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
注

か
で
住
み
よ
い
愛
媛
県
を
象
徴
す
る
も
~
昭
和
四
十
八
年
二
月
に
発
表
会
を
開
~
い
。
重
症
に
た
る
と
脈
拍
は
速
く
て
~
と
こ
ろ
仇
凶
竹
書
記
と
し
て
採
用
さ
れ
古
し
て
か

5~
す
の
で
、
倍
旧
の
御
指
導
御
厚
誼
を
賜

丁
り
オ
す
様
御
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

一
の
。
~
催
し
ま
す
。
~
弱
く
、
呼
吸
も
洩
く
不
規
則
に
な
る
。
~
肱
川
町
公
民
館
。
：
ら
、
満
―
―
―
十
年
間
の
長
き
忙
亘

b
、
不

i

馘
非
力
忙
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
様
方
の
~
ご
ざ
い
ま
す
。
終
り
忙
皆
様
方
の
御
健

．
—
⑲
意
識
を
失
9
0

-

5

偲

案

の

説

明

五

賞

金

冨
い
御
支
援
を
御
指
導
忙
よ
り
注
し
て
↓
康
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

県
章
1

点
に
つ
き
百
字
以
内
で
圏
案
~
採
用
作
品
一
綱
十
万
円
~
4
応
急
手
当
。

l
-
l
綱
各
一
万
円

~
m
i
木
陰
ゃ
軒
下
の
涼
し
い
場
所
に
[
•
終
始
愉
快
忙
什
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
窒
~
て
、
退
職
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

の
説
明
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
~
佳
作

．
昭
和
四
十
七
年
八
月
八
日

；
方
し
た
。
妓
忙
大
過
な
く
退
職
す
る
事
~

~
た
だ
し
、
入
選
作
品
と
し
て
ふ
さ
ゎ
~
ね
か
せ
、
頭
の
匠
う
を
高
く
す
る
。
~

正

山

谷

本

恒

6

締
切
り

（
県
歌
）

よ

び

の
制
定
匠
つ
い
て

日

射

病

そ
の
他

1

採
用
作
品
の
著
作
権
は
愛
媛
県

に
帰
厭
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
返
却
し
古
せ
ん
。

2
 

の

予

防

し
い
も
の
が
な
い
と
き
は
採
用
し
ま
せ

ん。
.
2
 

,
1
 

，
 

綾

井

先

生

顕

彰

碑

建

立

匠

つ

い

て

お

願

い

雄



日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

 

1

1

 

1 7日

8日

1 9日

2 0日

2 1日

2 2日

24日

28日

31日

町内道路視察

胃集団検診

助役送別会

保母研究会

島方面祝察研修

議会総務委員会取鳥方面

祝察研修

（予子林）
郡内消防団長主任者合同
会

老人健康診査（

定例部落長会

成人大学

方面祝察研修
ロ 銃

は
分
解
さ
れ
て
い
る
か
。

自
分
が
全
責
任
を
も
っ
て
g

し
て
い
ま
す
か
。

の
機
会
に
確
認
し
ょ
う
）

ー

し

）

1,ー
(

i

0

プ
ロ
バ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ペ
は
倒
れ
[

~
な
い
よ
う
安
全
に
と
め
て
お
く
。

i

~
A

台
風
が
近
づ
い
た
と
き
の
準
備
＞
~

風
に
備
え
て

i

l

↓

\
J
1
\
?
|

よ
ー
ら
／
入
ー
hー
；

i

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
で
気
象
情
報
や
~

こ
と
し
も
ま
た
台
風
の
季
節
が
近
づ
[
防
災
事
項
を
ょ

v

開
v

゜
~

き
ま
し
た
。

;
4
外
出
や
旅
行
は
、
で
き
る
だ
け
見
[

台
風
は
例
年
八
。
九
月
ご
ろ
に
な
る
~
合
わ
せ
る
。

と
日
本
に
接
近
し
、
上
陸
す
る
も
の
が

;5
窓

や

雨

戸

な

ど

は

く

ぎ

、

か

す

が

（

駐

在

所

。

猟

友

会

）

多
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
尊
~
い
な
ど
で
止
め
る
か
板
を
あ
て
た
り
[
つ
ぎ
に
ょ
り
猟
銃
な
ど
の
i
斉
硲

い
人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
い
活
す
。
．
し
て
早
目
に
補
強
し
て
姦
く
。
を
実
施
し
ま
す
0

検
査
も
れ
の
な
い
よ

台
風
の
被
害
を
少
な
く
す
る
に
は
皆

~
4
風
当
た
り
の
強
い
場
所
の
ガ
ラ
ス
•
9

当
日
は
必
ず
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

さ
ん
の
ふ
だ
ん
か
ら
の
準
備
や
注
意
が
~
窓
は
、
ピ
’
―
―
令
1

ル
テ
1

プ
な
ど
を
は

i
し
て
下
さ
い
C

．
尚
検
査
に
つ
い
て
の
姦
問
合
せ
は
駐

大
切
で
す
の
で
、
日
頃
か
ら
、
そ
の
心
[
り
補
強
す
る
o

構
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

:5
煙
突
、
看
板
、
へ
い
な
ど
も
針
金
-
仁
所
か
、
猟
友
会
肱
川
支
部
（
山
内
荘

A

台
風
に
備
え
て
の
平
素
の
心
得
＞
~
な
ど
で
十
分
に
補
強
し
て
お
v
o

．
亮
方
肱
川
局
六
番
）
に
茶
た
ず
ね
く
だ

L

災

害

時

に

隣

近

所

の

人

と

協

力

し

八

避

難

す

る

と

き

の

注

意

＞

さ

い

。

て
避
難
な
ど
が
で
き
る
よ
う
事
前
に
．

L

火
の
始
末
や
戸
締
ま
り
を
確
実
に

[
0

日
時
九
月
二
十
一
日

話
し
合
い
、
：
安
全
な
場
所
と
道
順
を
．
す
る
。
電
気
は
メ
ー
ン
ス
イ
ッ
チ
を
[
午
後
二
時
ー
午
後
四
時

切
り
、
ガ
ス
は
元
栓
を
閉
め
る
。

•
0

場
所
肱
川
町
役
場
二
階
会
議
室

確
認
し
て
お
く
。

2

停
電
に
備
え
て
悽
中
電
灯
、
ロ
ー

;
2

老
人
、
幼
児
、
病
人
等
の
い
る
家
[

ソ
ク
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
ク
ラ
ジ
オ
な
ど
~
庭
で
は
早
め
に
避
難
す
る
。

9
猟
銃
等
の
盗
難

を
用
意
し
て
姦

v

o

.

3

服
装
は
行
動
し
や
す
い
も
の
と
し
、

i

よ
う
。

3

住
居
付
近
の
地
形
か
ら
み
て
、
ど
．
と
く
に
風
に
と
ば
さ
れ
て
く
る
物
か

]
0

の
よ
う
た
災
害
が
起
き
る
か
を
よ
く
．
ら
身
を
守
る
た
め
に
頭
忙
は
、
ヘ
ル
。

・
メ
ッ
ト
、
帽
子
な
ど
を
か
ぶ
り
露
出
，

0

知
っ
て
お
く
。

4

家
や
へ
い
な
ど
の
補
修
を
し
、
み
{
部
分
が
心
ら
こ
ぷ
樫
変
で
避
難
す
る

o
;）

ぞ
や
下
水
は
流
れ
を
よ
く
し
て
茶
く
。
:
4

携
帯
品
は
必
要
品
の
み
と
し
、
背
ぃ

5

風
で
折
れ
た
り
、
電
線
に
ふ
れ
た
[
負
う
ょ
'
に
す
る

o
~

り
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
木
の
枝
は
切
;
5
切
れ
た
電
線
や
、
た
れ
下
が
っ
た
[

i

鼈
線
に
は
絶
対
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
[

て
お
く
。

猟
銃
な
ど
の

一
斉
検
査
の

実

施

に

い

て

¥

3

 

す
る
。

月 分 校給 予 献 表

昭和47

日Iバン。

曜献立名

芦火
6 

黄の食品

でんぷん，脂肪

働く力となる

うどん

水＿
21 ホワイトシチュー

（中生ウインナ

ー）
筏う

金＿

11

月
一
訟
火
＿

13

永
ー

1
4
木
一
15

の

そ促ろ煮

あんパン

フルー

ソーセ

戸
ぶどうパン

メルル幻

タルソースがナ

O L oココア

きつねうどん

水ようかん

白玉もち

あぺ川

かき卵汁

マロニ

こんにゃく

油

マヨネーズ

水ようかん

白玉もち

さとう

スモークミー

醐旨粉乳

ヨーグルト

牛肉

メルルーサ

スモークミート

卵

油 あ げちく

てんぷら

きな粉

卵かま四こ

人参き

たまね

卵焼き

釦25 lミートソース

は

小
中 あんパン

ヵレーシチュー

じゃが芋

油 さと う

マカロニ

ごま さとう

スパゲッティ

さとう

が芋

ぅ←

油春雨

ご

油さとう

じゃが芋

マカロニ

マロニー

油 さと う

肱川町立学校給食セックー

豚肉
ちくわ

I人参 だーまねぎ
キャベッ

油あげ

かまぼこ

ちくわ

スモークミート

粉チーズ

じゃ

スイードコーン

マロニー
~一

油

ひき肉
スモークミート

粉チーズ

鶏肉卵

油あげ

あじフライ

スモークミート

卵

牛肉

粉チーズ

豚ひき肉
厚あげ

ちくわ

ひじき 人参

グリンピース

みかん
キャペッ

きゅうり

人参たまねぎ

グリンピース

キャペッ

わかめ

たまねぎ

キャペッ

グリンピース

人参キャペッ

グリンピース
~ ~ 

キャベッ

きゅうり

わかめ

人参たまねぎ

グリンビース

キャベッ

グリンピース

※ ありま
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優 らの実五材こ夕で円
良れ材施綸をこリあ）l

気 Iお
をナり

I 材るはし六なでのり林集 Iま
のの無て年＜尚施｀業めをす

l 
造で節行生す一業今のて設゜

， 成‘の昏頃る層が彼目居け県
に消優たかと下進の的りて森
努費良いら共刈め木はま優市
カ市材も枝にをら材“‘す岳・良場
を場にの打成下れの優゜

1 しの焦でを長寧て動良 の
l て要点すかをにい
1 下求が°な促しまにの
l 'さすし今らしてすピ生

いるぼ後ず‘曲がッ産
l, 9ン，．．，？．．事...、，ヽ

I肱川土場木材相場表

育

無＇

召

肱

川

町

農

協

と

肱

川

町

森

林

組

合

は

、

こ

の

的

た

会

館

の

と
も
に
組
合
員
に
対
す
る
総
合
的
な
指
~
尻
、
両
役
賊
員
は
”
真
に

導
、
奉
仕
活
動
を
一
段
と
高
能
率
化
す
~
の
た
め
の
組
合
“
に
な
る
ぺ
く
経
営
。

る
た
め
共
同
で
近
代
的
な
農
林
会
館
を
：
生
産
の
指
導
、
資
金
調
達
、
労
務
対
策
｀

新
築
、
本
日
、
落
成
式
の
運
び
と
な
り
[
サ

i
ビ
ス
な
ど
各
種
業
務
を
こ
れ
ま
で

ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
両
組
合
の
会
ぃ
以
上
に
早
く
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
心

館
新
設
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
町
当
局
二
機
一
転
、
が
ん
ば
る
こ
と
を
決
意
い
た

や
町
議
会
な
ど
関
係
機
関
、
各
位
の
暖
：
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

か
い
思
い
姦
り
と
組
合
員
各
位
の
深
い
[
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
匠
ど
を
蒜
願
ぃ
申
し

理
解
、
積
極
的
な
協
力
に
深
く
感
謝
い
丁
上
げ
ま
す
。

た

し

て

お

り

ま

す

°

[

昭

和

四

十

七

年

七

月

二

十

八

日

会
館
建
設
に
あ
た
り
気
を
配
っ
た
こ
[

と
は
、
両
組
合
員
が
い
つ
で
も
気
軽
に
[
肱
川
町
農
業
協
同
組
合

利
用
出
来
る
ム
ー
ド
づ
く
り
で
ご
ざ
ぃ
~
組
合
長
山
内

ま
す
。
さ
い
わ
い
工
事
関
係
者
の
意
欲
~

も
あ
っ
一
こ

3
も
の
が
出
が
ウ
~
肱
川
町
森
林
組
合

香

ま
し
た
。

4

乙尋へ

9

）

・

祝

，

肱

川

農

林

＇り

」
／
 7
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新
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長さl未口経 1主宦灰嗅
71 I 71 

70 ! 70 

6 5 1 0 9 
169瓜'661133

3011 l 731144 
7燻下 58 l 5 8 

8上：5050 
1 3fr 8 4 1 7 1 
1 6If 82, 5 6 

7c而F3030 

8上 22l ・ 22-

I ・1 s I 2 8 I 3 2 
0 32 45 

6 4 

4加

3m  

2m  

4 7年 7月28日

まつ

60 

6 6 

28 

32 

単位

才当り円

より

雑バルオオ

末口 6cm:

2 0円

30円～

38円

乾椎

玉
月
―
―
一
日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
の

問

に

於

い

て

実

施

し

た

椎

茸

楕

夏
期
管
理
研
修
尻
は
生
産
者
の
殆

ど
が
参
加
し
て
研
修
の
実
を
挙
げ
て

ぶ
り
ま
す
が
e

伏
せ
込
み
方
の
良
い

｀
の
は
一
割
も
な
く
、
九
割
以
上
も

る
不
適
当
た
も
の
が
あ
り
、
早
急
に

積
み
替
え
｀
下
草
刈
り
、
伏
せ
込
み

疇
を
移
動
さ
せ
る
必
要
の
あ
る
も
の

;
な
ど
問
題
点
が
多
い
。
特
に
｀
適
期

伐
採
忙
よ
り
種
菌
の
伸
は
総
体
的
に

ぃ
真
い
が
、
む
ら
し
た
も
の
が
多
い
た

夏
め
推
茸
菌
を
粂
害
す
る
、
ト
リ
コ
デ

〗
ル
マ
の
前
徴

□`
〗
三
五

＂
て
風
通

L
を
良
く
せ
な
け
れ
ば
全
滅

ニ
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
が
多
く
、

二
何
を
、
お
い
て
も
直
ち
に
夫
々
指
滴

し
た
通
り
の
作
業
を
し
て
い
た
だ
か

~
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

：
も
う
す
で
に
そ
れ
等
の
作
業
は
完
了

]
済
み
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
ま
だ
の

丁
人
は
、
夕
立
の
あ
と
と
か
a

雨
の
あ

：
と
匠
そ
れ
等
の
作
業
を
行
っ
て
下
さ

~
＇
い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
完
全
楕
を
作

：
る
鍵
で
あ
り
、
，
＇
汗
水
流
し
て
現
地
を

：
歩
い
た
生
産
者
の
願
い
で
も
あ
る
。

(

I

V

9

、

I
i
'
,
9
9
,
1
.
‘

昭和 47

高値

” 

どん

“' 
/,I 

ジャ

並

小

相

ウ円

8月 6日県森連市より

ロ
椎
茸
楕
場
夏
期
管
理
’

研
修
の
結
果
匠
つ
い
て
亭
二
冒

表

3,660疇砂30円安
2.45 0 Iヽ 25円安

1.000 同じ
品別概況は次の通りです。

香信上 2.800円~3，350円` ＼ 

: II 並 24,00円丑．800円

上 2,800円噸，200円

並 1.900円....z.4oo円

3.000圧3.400円

3.2 00円況690円

2.80 0庄 3.20

2,000応 2.500円

1.00 n庄 1.500円

ー

や

調

節

し

た

り

す

る

こ

と

で

す

。

．

の

状

態

る

時

間

や

気

持

書

が

健

康

つ

ー

つ

の

秘

決

こ
れ
が
ぅ
ま
く
行
か
な
い
と
、
ガ
ソ
リ
：
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。
~
で
あ
り
ま
す
。
若
し
こ
の
夏
で
ニ
キ

ン
の
切
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
を
引
ぎ
ず
る
よ
[
※
か
ら
だ
の
コ
ン
ト
口

I
ル
を
す
]
口
以
上
の
増
滅
が
ぁ
れ
ば
‘
栄
養
、

健
康
管
理
に
を
く
ば
り
ま
し
ょ
う
。
-う
た
状
態
に
な
る
わ
け
で
す
。
健
康
を
~
る
＂
休
養
、
す
い
み
ん
、
家
庭
環
境
が
ど

~
健
康
管
理
の
考
え
方
の
基
本
に
な
る
．

餌
っ
た
め
に

3
C
を
実
践
し
ま
し
よ
う
9

最
近
、
農
機
具
で
の
ケ
ガ
や
、
交
通
二
3

よ
う
で
あ
る
か
を
反
省
し
て
み
ま

；
も
の
は
、

3

C
と
い
わ
れ
る
も
の
、
つ

棗

か

ら

だ

の

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

3

事
故
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
：
し
ょ
う
。

ま
り
自
分
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
の
「
コ

~
こ
の
頃
の
よ
う
に
疇
く
る
日
も
、
く
」
不
眠
や
、
頭
痛
、
い
ら
い
ら
な
ど
の
精
~
前
か
が
み
や
、
腕
を
酷
使
す
る
農

＂
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

'
r

忍
日
も
酷
暑
が
続
く
と
、
私
達
の
体
は
]
仔
的
健
康
の
赤
信
号
の
時
に
災
害
に
合
：
作
業
を
す
る
人
匠
ど
｀
全
身
体
操
を

[
コ
ン
デ
・
イ
・
ツ
ョ
ン
」
と
言
わ
れ
て
い

ょ

責

気

に

な

る

か

な

ら

ぬ

か

と

い

う

ぎ

り

;
5
率
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
働
苔
匠
合
＂
毎
日
し
ま
し
ょ
う
。
何
時
も
健
康
な

]
ま
す
。
"
,

t

り
へ
追
い
や
ら
れ
ま
す
。
車
で
も
年
~
っ
た
休
み
喩
午
前
中
一
回
、
午
後
一
回

i
状
態
を
保
つ
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と

ベ
自
分
の
か
ら
だ
に
対
し
て
常
に
充
分

一
回
の
車
体
点
検
を
し
て
走
り
ま
す
。
ら
休
み
を
と
っ
て
、
週
半
日
は
農
作
業
~
し
ょ
う
。

る
注
意
が
い
き
届
き
、
か
ら
だ
と
相
談
~

五
琵
誓
よ
く
働
（
た
め
に
年
一
回
-
を
や
す
む
日
を
使
っ
て
忙
が
し
が
ら
な
~

し
な
が
ら
よ
り
よ
い
行
動
を
お
こ
す
こ
．

[
3

健
康
診
断
に
は
：
す
す
ん
で
参
加
し
こ
い
生
活
の
工
夫
も
大
切
で
す
。
自
分
の
~

しJ
｀
行
動
す
る
場
合
に
、
自
分
の
体
力

．
 

．
 て
『
常
に
、
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
・
健
康
は
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
~

¢
を
う
咤
く
こ
な
し
活
用
す
る
こ
と
。
周
•
~＇

・
て
お
含
ま
し
ょ
う
。
ま
た
日
常
、
家
族
丁
と
が
大
切
で
す
。

i

囲
の
色
々
の
条
件
に
対
し
適
応
す
る
よ
、
＂

i

※
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
て
~

[
健
康
作
り
は
、
先
づ
食
事
で
す
。
朝

i

長
は
金
で
す
。
朝
の
栄
養
は
、
午
前
中
＂

ら
ょ
い
働
き
に
つ
な
が
り
ま
す
。
朝
こ
~

は
ん
が
お
い
し
い
よ
う
に
、
パ
ラ
ン
ス
~

〔

の

よ

い

を

考

え

て

行

き

ま

し

[

：
よ
う
。

普

及

所

¢ ; 

艮
普
及
所



米

0基本米価

政府試算米価

ょ

価 弓lき 上 げ 内 訳

小

0その他の加算金

銘柄加算金

生産調整協力費

0合

政 府 買 v 入

笏

弼

笏

笏

伶

伶

笏

伶

3

3

0

6

8

8

0

 

0

5

5

0

0

8

0

 

き

3

L

0

5

L

0

1

弓

れ 価 格（

150キロ当り

646円

325円

108円

1,079円

(120億円）

(100億円）

150キロ当り）

求める価格

71,009円
X150キr.:t=21.8 7 i円

487キロ

2. 基準価格

7 

九

月

一

日

九

月

八

日

九

月

十

三

日

3．ううるち軟質 3

22,013円十

（甚準価格）

22.013円

うるち 1~4

り

1等

2等

2 3 3円 ~ 4 6円＝22,200円

（歩どま
り加算）

生
産
米
価

決

に

つ

肱川 協 7 

いますので，よるしく御願い申

戸開

す。

特に肉類に継続して取扱いをいたします。

ー日

万
当城の新しい流通センク_としての役割を果してゆきたい

，包装込み，

22.200円ー 132円十 46円＋

（うるち軟質) 3製 1~4 綬
3等疇格（納翠噂）（まり

瓢饂 力噂）
=2 2、384円

270円
（包賦）

綬別政府買い入れ価

（単位 150キロ翌己汎かつ己芍60キロ当砂）

23.000(9,200) ①軟質もの裸の価格 ②生産
2 2.6 0 0 (9,0 4 0) 者にはこの殴か包装代（平均

2 2,2 0 0 (8, 8 8 0) 150キロ当り108円）支払われる

21.8 OO{ 8,720) 
． ③硬質米地帯はこの匠かに歩

どまり加算金
2 0.550(8,220) 100円≫ 6 

給される。
④指定銘柄米 (1~4等）に対しては銘柄加算金が 150
キロ当たり 500円， 60キロ当た 1?200円円別に支給さ
れる。

• • 9”事...,...................................ヽ・書ヽ．．．．．．．．...........

金 金

大
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ふ
や
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宇
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醤

油

九九 九九九九九九九
月月 月月 月月 月月 月

・・--+++++ + + 
八 六 一九六四二七五二

日 l::l b じ 日日日日日日日

土 火木火土木火 火土

月

お

や

ぷ

宇
和
川
南

宇
和
川
北

大
谷

谷
口

月

野

尾

お

や

ぶ

宇
和
川
南

宇
和
川
北

大
谷

谷
口

定
日

達
ロ

ロ

ユ
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の

味

＜
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今
年
の
生
産
者
価
は
勺
米
価
審
議
令
の
答
申
噸

0
六
ア
ッ
プ
の
百
五
十
キ
ロ
当
た
り
二
万
~

を
受
け
て
鵞
二
十
日
か
ら
始
ま
っ
た
政
府
、
与
二
千
三
百
八
十
四
円
と
決
定
、
他
に
銘
柄
奨
[

党

の

折

衝

の

結

果

二

十

九

日

午

後

の

与

党

＿

―

-

役

励

金

、

生

産

調

整

協

力

費

な

ど

を

決

[

め

、

こ

れ

ら

の

別

途

加

算

を

加

伶

ア

と

政

府

首

脳

の

の

ッ

メ

で

甚

本

米

価

は

五

ッ

プ

と

い

う

結

果

と

な

り

ま

し

J
 

ナ

ス

の

し

ぎ

や

き

通

の

食

べ

は

な

ん

ど
い
っ
て
も
ナ
ス
の
し
ぎ
焼
き
、
新
し
い
も

る
を
こ
げ
こ
げ
に
焼
い
て
、
皮
を
む
き
、
熱

ナ
ス
の
か
ら
け
ナ
ス
は
ヘ
ク
＂
い
の
を
食
べ
る
の
も
喰
冷
た
＜
冷
や
し
て
、

っ
て
一
口
大
の
乱
切
に
し
、
．
塩
大
さ
じ
一
ー
し
ょ
う
ゆ
で
ト
ロ
ッ
と
食
べ
る
の
も
、
お
い

一
こ
立
を
ふ
り
、
し
ば
ら
く
お
き
、
軽
く
も
い
し
い
ナ
ス
な
ら
で
は
の
味
ゎ
い
で
す
。
上
手

ん
で
サ
ッ
と
水
洗
い
し
、
水
気
を
切
り
ま
す
°
[
に
焼
く
コ
ッ
は
、
ま
ず
ヘ
タ
の
ビ
ラ
ピ
ラ
に

洋
が
ら
し
を
熱
湯
で
固
め
に
と
き
、
し
ょ
う
デ
じ
を
一
ま
わ
り
入
れ
て
切
り
、
強
火
で
ま

ゆ
大
さ
じ
三
、
み
り
ん
大
さ
じ
ー
を
ま
ぜ
嗚
ん
ぺ
ん
な
く
焼
き
こ
げ
を
つ
け
ま
す
。
ひ
と

ナ

ス

に

か

ら

め

る

だ

け

で

す

。

＂

と

お

り

焼

け

た

ら

熱

い

う

ち

に

ぬ

れ

ぶ

き

ん

ナ
ス
の
揚
げ
も
の
チ
ー
ズ
を
う
す
く
切
た
取
り
、
切
り
口
か
ら
一
気
に
む
き
取
り
ま

っ
た
ら
軽
く
塩
を
ふ
っ
て
お
き
ま
す
。
ヘ
ク
す
。
｀
食
べ
や
す
い
よ
う
に
切
り
目
を
入
れ
る

を
取
っ
た
ら
ナ
ス
を
た
て
半
分
に
切
り
、
そ
五
よ
ろ
こ
ば
れ
ま
す
。
焼
き
足
り
な
い
と
皮

れ
ぞ
れ
切
り
目
を
一
本
入
ぷ
た
ら
、
う
す
切
は
む
け
な
い
し
、
お
い
し
く
た
い
の
で
、
じ

り
の
チ
ー
ズ
を
は
さ
み
、
衣
を
つ
け
、
パ
ン
~
っ
く
り
焼
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

粉
を
ま
ぶ
し
ま
す
。
油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
て
~

ォ
ー
ロ
ー
ル
ソ
ー
ス
（
白
ソ
ー
ス
に
ト
マ
ト
~

ピ
ニ
ー
レ
ー
を
少
量
加
え
た
も
の
）
を
か
け

て
お
め
し
あ
が
り
く
だ
さ
い
。

゜
＂円

.
‘
.
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＜農協の共済＞は危険に備えられる保障制度です。長期共済の契約高は 14 

短期共済の契約高をあわせれば 30兆円にもなります。しあわせを姦金ではかる

ことはできませんが，この金額がご家族の大含な安心を支えていることは事実で

す。＜農協の共済＞は，この保障事業と合わせ，リハビリテーツョン施設な

どさまざまな福祉活動にも力をそそぎ，“しあわせ”を求めつづけています。

し
あ
わ
せ
へ
虹
の
か
け
は
し
大
型
保
障

の



や人

簿

版
魯
日
記
兼
用

．
ら
、
も
と
の
み
そ
の
か
た
さ
に
た
る
ま
，
糖
二
百

g
~

9
そ
、
．
尻
つ
め
花
す
。
ぅ
っ
か
り
ま
ぜ
て
~
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
れ
て
熱
く
し
、

i

｀
い
る
と
煮
っ
ま
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
熱
ぃ
ね
ぎ
と
生
姜
の
み
じ
ん
切
り
を
入
れ
て
~

家
生
産
物
の
な
ど
が
あ
る
の
，
い
み
そ
が
ポ
ン
ポ
ン
と
は
ね
ま
す
か
ら
・
い
た
め
吐
す
。
こ
の
中
に
豚
の
ひ
き
肉

~
で
、
暮
ら
し
全
体
簡
単
匠
つ
か
め
、
：
火
を
弱
め
て
、
し
ゃ
も
じ
を
「
り
」
0
[
を
入
れ
て
強
火
で
い
た
め
、
ポ
ロ
ボ
ロ
[
〉

み
そ
（
粒
み
そ
が
よ
い
）
[

~
家
計
や
営
農
の
診
断
に
役
だ
ち
ま
す
。
）
字
型
陀
し
ず
か
に
動
か
し
た
が
ら
煮
つ
＂
に
な
っ
た
ら
、

：
を
入
れ
て
手
早
く
ね
り
、
み
そ
が
全
体

'
i

~
。
暮
ら
し
の
目
標
や
計
画
が
た
て
や
す
：
め
走
す
。

と
し
て
利
用
す
る
時
は
、
~
に
ま
ざ
っ
た
ら
砂
糖
を
加
え
て
さ
ら
に

~
い
よ
う
に
長
期
と
短
期
の
生
活
設
計

i

ね
り
み
そ

表
が
く
ふ
う
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
分
大
さ
じ
一
杯
を
半
量

l

同
最
の
~
も
う
一
展
ね
り
合
わ
せ
ま
す
。
砂
糖
を
・

i

（
農
協
各
機
関
の
統
一
方
式
)
]
だ
し
ま
た
は
酢
で
ゆ
る
め
、
好
み
の
香

i

入
れ
て
か
ら
は
少
し
火
を
弱
め
ま
す
。
[

.
”
七
十
三
年
版
の
特
別
内
容
如
来
か
香
料
を
加
え
、
一
寸
火
を
通
し
て
[[

森
林
組
合

l

「
楽
し
く
、
す
ぐ
つ
け
ら
れ
て
、

3
か
ら
用
い
ま
す
。

カ

ッ

プ

半

杯

椎

茸

乾

燥

機

に

つ

い

て

．

＂
や
さ
し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
強
：

0

生
姜
み
そ

B

5
版

二

頁

―

定
価
。
家
の
光
本
誌
と
恣
＂

．

（

す

る

た

め

に

、

収

支

日

記

や

生

活

[

ね

b
み
そ

[
椎
茸
乾
燥
機
は
最
近
椎
茸
が
農
林
業
．

•
お
ろ
し
生
姜
小
さ
じ
二
杯

二

百

五

十

円

]
~
設
計
の
つ
け
方
に
ま
ん
が
を
入
れ
て
~

9

生
姜
の
す
り
ね
ろ
し
、
ま
た
は
み
じ
．
の
内
で
も
有
利
で
あ
る
と
の
事
で
、
い
．

家

の

光

家

計

簿

の

特

徴

・

{
解
説
／
’

螂
初
め
て
記
帳
す
る
方
に
も
つ
け
や
す

2

各
月
の
初
め
に
「
暮
ら
し
方
の
ヒ
．
ん
切
り
を
わ
り
み
そ
匠
ま
ぜ
ま
す
。
．
る
い
ろ
の
メ
ー
カ
ー
が
そ
ろ
っ
て
乾
燥
．

く
、
主
と
め
や
す
く
編
集
さ
れ
て
い
[

ン
ト
」
「
わ
た
し
の
好
き
な
こ
と
ば
」

5
．

コ

マ

み

そ

｛

機

の

売

込

み

に

懸

命

で

あ

る

。

カ

ッ

プ

半

杯

．

ま
す
。
（
記
入
例
を
参
考
に
し
て
つ
．

「

い

ま

か

ら

十

年

前

」

な

ど

を

集

録

．

ね

り

み

そ

．

又

、

生

産

者

と

し

て

も

メ

ー

カ

ー

の

．

け
て
い
く
と
、
月
末
に
は
自
動
的
に
~

ー
ジ
に
一
行
で
「
健
康
メ
モ
」
[
•
C

．
主
カ
ッ
プ
半
杯
；
芭
よ
い
宣
伝
匠
て
、
夫
々
町
内
で
も
各

[
3

各
ペ

ご
さ
を
香
ば
し
く
い
り
衡
す
り
ば
ち
]
碑
各
様
の
品
が
入
り
込
ん
て
居
る
様
に
．

現
金
決
算
が
で
き
、
予
算
と
の
比
較
＂

i

「
法
律
メ
モ
」
「
今
晩
の
献
立
」
を
~

も
簡
単
に
で
き
る
の
て
、
や
り

<
b
[

そ
油
の
出
る
ま
で
よ
く
す
り
、
ね
り
み
．
開
き
及
び
ま
す
。
乾
燥
機
は
最
近
特
に

}

掲

載

／

が
上
手
に
た
り
ま
す
。
）

そ

の

中

陀

加

え

ま

す

。

＂

日

進

月

歩

良

い

も

の

が

多

く

出

回

っ

て

．

暮
ら
し
全
体
の
姿
が
つ
か
め
ま
す
0

.

(

◎

今

年

も

婦

人

部

を

通

じ

て

予

約

を

と

五

ぷ

い

ぎ

み

そ

．

お

り

ま

す

が

、

中

に

は

メ

ー

カ

ー

が

も

．

〔
収
支
日
記
の
厄
か
陀
、
年
間
の
決
算

．
 

．
 

ね
り
み
そ
カ
ッ
プ
半
杯
~
う
け
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
も
沢
山
出

．
り
ま
す
の
で
、
御
利
用
下
さ
い
。
．

]
ね
ぎ
（
刻
ん
で
）
カ
ッ
プ
半
杯
．
廻
っ
て
お
り
ま
す
。
一
度
入
手
す
る
と
＂

表
を
は
じ
め
収
の
細
目
別
集
計
表
喩
[

な

り

み

そ

．

ね

ぎ

は

小

口

か

ら

な

る

ぺ

く

う

す

（

」

仲

々

買

い

替

え

出

来

ま

せ

ん

。

ど

う

か

・

控
え

5
に
使
っ
た
自
~

保
存
食
の
中
に
ぜ
ひ
ね
｀
ざ
ん
で
ね
り
み
喜
加
え
、
一
夏
メ
ー
カ
ー
の
宣
伝
丈
に
頼
ら
ず
、
良
く
・

~. 

食
り
み
そ
を
加
え
て
お
き
主
に
か
け
て
さ
っ
と
誓
注
す
。
•
実
験
す
る
な
り
、
皆
様
の
相
談
相
手
で

．
 二

[
[
し
い
[
/
野
菜
類
疇
豆
腐

0
辛

[
b〗
そ
カ
ッ
プ
半
杯
t
E
l
〗
[
〗
疇
噂
口
り
[

一
~
類
、
油
焼
し
た
材
料
を
手
ね
り
か
ら
し
小
さ
じ
一
杯
~
に
し
て
下
さ
い
。
問
題
は
機
械
そ
の
も
．

粉
か
ら
し
小
さ
じ
山
一
杯
を
熱
湯
で
．
の
よ
り
も
、
メ
ー
カ
ー
の
後
の
サ
ー
ピ
．

ァ卜
五
干
く
お
い
し
く
た
べ
る
た
め
に
ね
り
み
．

味
ス
そ
は
大
変
役
立
ち
ま
す
。
:
)
＜
と
、
小
さ
じ
一
杯
に
な
り
さ
す
。
•
ス
が
大
切
で
機
械
売
り
丈
で
、
あ
と
は

ど
い
て
か
ら
し
ば
ら
く
お
い
て
、
充
分
知
ら
な
い
と
言
の
様
な
も
の
は
気
を
付

協
i

の
農
ぷ
燦
り
み
そ
の
基
本
分
景

然
の
~
甘
み
そ
カ
ッ
プ
一
杯
に
か
ら
み
の
出
た
と
こ
ろ
を
ね
り
み
そ

□
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

正
加
え
ま
す
。
か
ら
し
を
入
れ
る
場
合
~
尚
森
林
組
合
が
斡
旋
し
て
い
る
機
種
．

自

v"i

砂

糖

カ

ッ

プ

半

杯

~
の
ね
り
み
そ
は
、
あ
注
り
砂
糖
の
多
く

i
は
次
の
通
り
で
あ
り
喩
県
の
合
理
化
事

i

（
辛
み
そ
の
場
合
は
一
杯
）

水

カ

ッ

プ

一

杯

な

い

も

の

の

方

が

よ

い

で

し

よ

う

。

二

業

補

助

金

の

も

な

る

機

種

で

あ

．

~
る
。

0

豚
み
そ

胄

り

方

み
そ
竺
砂
糖
と
水
を
加
え
、
よ
く
ま
扇
油
大
さ
じ
二
杯
。
ね
ぎ
互
。
六

ぜ

て

か

ら

弱

火

に

か

け

こ

げ

つ

か

な

本

m

妾
ー
か
け
。
豚
ひ
登
肉

一
百g

患
粒
み
そ
四
百
g
•

砂

「味」 「価格」
家

一
九
七

し
あ
わ
せ
な

を

別
冊
大
付
録

す
る

十 家

の

光
読
も
う

活
か
そ
う

広
め
よ
う

ら、9

→ 

．で

e'

,
t
fぺ

木材相

0

9

 

6

6

 

り円

より
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25円

雑パルプ材
未口 6cm上
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